
























カのヘルスケア改革に対するヒュームの正義観の効用について」（“Looking to Hume for 
Justice: On the Utility of Hume’s View of Justice for American Health Care Reform”）
を紹介し、検討する。このチャーチルによる論文も、前回紹介した二つの論文と同じく、「医
療と哲学ジャーナル」（The Journal of Medicine and Philosophy: A Forum for Bioethics 
and Philosophy of Medicine）第 24巻第４号、1999年８月の特集「ヒュームと生命倫理学、




















































































































































































































































































































































































[3]   ヒュームの『人間本性論』と『道徳原理の研究』への参照は、その著作の略記号の後に、巻や部、節
の段落番号によって示し、さらにその後に Selby-Bigge/Nidditch版のページ数を付す。 
 
[4]   有徳な人を見習おうとする道徳のあり方の指摘は、ベルクソンの道徳論における指摘を思い出させる
(ベルクソン, 1969:245-6)。 
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